
埼 玉 県 八 潮 市

令和６年度当初予算案の概要

目玉事業



や し お 生 涯 楽 習 館 大 規 模 改 修 基 本 ・ 実 施 設 計

平成７年の開館以来２８年が経過し、経年劣化が著しいことや、市民活動の場として新たな市民ニーズ等に対応するため、大規模
改修を行うための基本・実施設計業務を行う。

目 的

八 潮 市
〈事業説明資料〉

事業概要

予 算 額

市民活力推進部市民協働推進課 課長 五十嵐
℡：048-996-2111（内線307）
E-mail:shiminkyodo@city.yashio.lg.jp

４７，０８０千円

２ 主な設計業務内容
大規模改修（建築・電気・機械）
・改修計画の検討
・法令上の諸条件の調査
・設計図書の作成

・工事費の積算など

３ 今後の予定
令和６年度  基本設計・実施設計
令和７年７月～  大規模改修工事（休館）
令和８年７月 リニューアルオープン

１ 大規模改修の基本コンセプト
〇 協働の担い手となる人材の育成を進めるための改修（まなび）
〇 子どもから高齢者まで含めた、市民との共生・協働につながる

 市民活動の拠点施設として利用するための改修（市民活動）
〇 共生・協働に必要な市民活動を支援するための施設改修（共生・協働）
〇 施設の効果的かつ効率的な改修

【楽習館の外観】

令和6年度 令和7年度 令和8年度

基本設計・実施設計

大規模改修・休館

リニューアルオープン
(予定)

－ 参考資料１ －



小 学 校 プ ー ル 指 導 業 務 委 託

目 的

八 潮 市
〈事業説明資料〉

事業概要

予 算 額

【委託業務に関すること】 【水泳指導に関すること】
教育総務部教育総務課 課長 柳町 学校教育部指導課 課長 和田 
℡：048-996-2111（内線854） ℡：048-996-2111（内線880）
E-mail:kyoikusomu@city.yashio.lg.jp E-mail:shido@city.yashio.lg.jp

６，７６２千円 （内訳） プール指導業務委託料  4,359千円

水泳授業を委託する効果や課題を検証するため、八潮市立八幡小学校をモデル校として実施する。
学校から民間プールまでの移動は、児童の安全を確保するため、送迎バスを利用する。

（１）実施学校 八潮市立八幡小学校
（２）事業者  屋内型の25ｍプールを利用した水泳指導のできる事業者
（３）実施内容 インストラクターによる水泳授業

 全学年共通 1回60分程度×4回
（４）実施時期 5月から10月末
（５）移動方法 貸切バスによる送迎

学校プールの老朽化などで課題がある中で、今後も持続可能な水泳授業のあり方を検討するため、試験的に民間のスイミング
スクールに水泳指導を委託し、児童の泳力向上を図るとともに、教員の負担軽減、維持管理費の削減効果等について検証を行う。

◇検証内容◇
・外部指導者による児童の泳力向上
・教員の負担軽減効果
・学校プールの維持管理比較
・委託による課題の整理 など

送迎バス借上料   2,403千円

送迎バス利用小学校 民間プール施設

－ 参考資料２ －



ア ピ ア ラ ン ス ケ ア 用 品 購 入 費 用 に 係 る 助 成 事 業

がん治療に伴う外見の変化に対する苦痛を軽減するため、ウィッグ等のアピアランスケア用品購入費用の一部を助成することにより、
経済的及び精神的な負担軽減を図る。

目 的

八 潮 市
〈事業説明資料〉

事業概要

予 算 額

健康福祉部健康増進課 課長 高橋
℡：048-996-2111（内線812）
E-mail:kenkozoshin@city.yashio.lg.jp

１，０００千円

区分 助成対象物品 助成額 回数

（1）ウィッグ等 医療用ウィッグ、
装着用ネット及び毛付き帽子

20,000円
または助成対象物品の合計額の
うち、いずれか少ない額

1回

（2）胸部補整具等 補整下着等
補整下着、補整パッド、専用入浴着、
ノンワイヤーソフトブラ

20,000円
または助成対象物品の合計額の
うち、いずれか少ない額

1回

エピテーゼ
人口乳房、人工ニップル、顔面の補綴、その他身体の
欠損等を補うための体表に取り付ける人工物

３   開始時期    令和６年４月１日以降購入したもの
    ※広報やしお、市のホームページ、医療機関でのポスター掲示、がん治療を行う近隣病院医療相談室への
       案内チラシの据え置き等により、広く市民に周知する。

１  対 象 者  （１）がん治療に伴う頭部の脱毛や乳房の切除によりウィッグや胸部補整具等を購入した方
 （２）申請日時点で八潮市に住民票のある方

２  助成内容   対象者１人につき、下記の区分ごとに１回限り

－ 参考資料３ －



や し お ス ポ ー ツ フ ェ ス テ ィ バ ル の 開 催

より多くの市民が気軽に多種多様なスポーツを楽しむ場として、スポーツ協会等と連携により「やしおスポーツフェスティバル2024」を開催し、
誰もが生涯を通じて身近な場所でスポーツを楽しむことができる環境づくりとスポーツの魅力発信を行う。

目 的

八 潮 市
〈事業説明資料〉

事業概要

予 算 額

市民活力推進部スポーツ振興課 課長 竹渕
℡：048-996-2111（内線401）
E-mail:sports@city.yashio.lg.jp

２,５００千円

(1) 主 催 八潮市スポーツ協会、八潮市、八潮市教育委員会
(2) 開催日  令和6年10月上旬（予定）
(3) 開催場所 八潮中学校、八潮メセナ等
(4) 催事内容    主な催事案は以下のとおり

〇体験教室 ボルダリング、卓球、バレーボール、バドミントン、
 柔道等

〇アスリート交流  アスリートによる講演会及びアスリートによる実演・
 指導を直接受けられる教室の開催

〇健康測定 自身の健康状態を知ることができる体験型測定

※催事内容は変更することがあります。 誰もが「する」、「みる」、「まなぶ」、「ささえる」スポーツの実現

スポーツ
フェスティバル

これまでの「市民体育祭」に代わり、誰もが気軽に参加できるスポーツフェス
ティバルを開催し、スポーツを通じた市民の交流の場とともに各競技の魅力
発信と運動による健康な体づくりの啓発を行う。 様々な競技を気軽に

体験できる場づくり

大人・子ども・親子で
参加

各団体の参画・競技
の魅力ＰＲ

市民
（町会・自治会）

市

スポーツ協会

協働した企画・運営

－ 参考資料４ －



こ ど も 医 療 費 の 年 齢 拡 大

こども医療費の支給対象年齢を拡大し、子どもの健やかな成長の支援と子育て世帯の経済的負担を軽減する。

目 的

八 潮 市
〈事業説明資料〉

事業概要

予 算 額

子ども家庭部子育て支援課 課長 平野
℡：048-996-2111（内線406）
E-mail:kosodate@city.yashio.lg.jp

５００，０３１千円（中学校3年生までの入院及び小学校３年生までの通院のみ県５/１２）

こども医療費（通院・入院）の支給対象年齢を満１８歳に達する日以後の最初の３月３１日まで
（高校生相当）に拡大する。

現行（令和６年３月受診分まで）

入院・通院
満１５歳に達する日以後の
最初の３月３１日まで

改正後（令和６年４月受診分から）

満１８歳に達する日以後の

最初の３月３１日まで

－ 参考資料５ －



安定した保育体制の確保
保育の質の向上

民 間 保 育 施 設 に 勤 務 す る 保 育 士 の 処 遇 改 善

目 的

八 潮 市
〈事業説明資料〉

事業概要

予 算 額

子ども家庭部保育課 課長 奥村
℡：048-996-2111（内線４０９）
E-mail:hoiku@city.yashio.lg.jp

１７７，６３６千円 （内訳）保育士の処遇改善 174,360千円
奨学金返済支援     900千円（県1/2  市1/2）
人材育成支援           2,376千円

【保育士の処遇改善】 令和６年１月から実施

保育士資格を有する常勤職員を対象に保育士としての
経験年数により最高5万円／月を補助
① １年目から３年目  ３０，０００円／月
② ４年目から１０年目 ４０，０００円／月
③ １１年目以降   ５０，０００円／月

保育士の確保

民間保育施設では、深刻な保育士不足により、保育士確保が困難な状況となっていることから、市独自の保育士の処遇改善のため
の補助金を交付することにより、保育士確保の支援を行う。

【人材育成支援】
市が主催して研修を
実施
保育士のスキルアップ

【奨学金返済支援】
最高15,000円/月
5年間を補助

 新卒保育士の確保

安全・安心な保育の提供
待機児童の解消

経験年数に対する補助のため、
潜在保育士の掘り起こしを促進

手当に段階を設けることで、長
く働き続けることへの動機付け
を促進

保育士処遇改善事業と合わせて、奨学金返済支援事業、
人材育成事業を実施することで、相乗的効果を期待

新規 新規

－ 参考資料６ －



ひ と り 親 家 庭 等 へ の 受 験 料 等 の 支 援

進学段階で貧困の連鎖を断ち切るため、経済的課題を抱えるひとり親家庭等のこどもに対して、大学等受験料、模擬試験受験料の
補助を行うことで、ひとり親家庭や低所得子育て世帯のこどもの進学に向けたチャレンジを後押しする。

目 的

八 潮 市
〈事業説明資料〉

事業概要

予 算 額

子ども家庭部子育て支援課  課長 平野
℡：048-996-2111（内線406）
E-mail:kosodate@city.yashio.lg.jp

１，０９５千円（国1/2 県1/4 市1/4）

【補助の概要】
（１）支援の概要

① 大学等受験料支援
  高校３年生：１人当たり５３，０００円（上限）
② 模擬試験受験料支援
  高校３年生：１人当たり   ８，０００円（上限）

        中学３年生：１人当たり   ６，０００円（上限）
（２）対象者 ①②いずれも該当する者
      ① 児童扶養手当受給世帯相当又は低所得子育て 

世帯（住民税非課税世帯）
② 八潮市が実施するこどもの生活・学習支援事業に
登録等しているこども

（３）補助の開始予定時期
 令和６年４月以降の大学等受験料及び模擬試験

 受験料を補助

【事業イメージ】

こどもの生活
・学習支援事業に登録

児童扶養手当
受給世帯相当

低所得子育て世帯
（住民税非課税世帯）

大学等受験料支援
・模擬試験受験料支援

－ 参考資料７ －



地 域 防 災 力 の 向 上

地域防災力の向上を図るため、地域住民が主体となった地区防災計画が作成できるよう自主防災組織の支援を行う。
（地区防災計画作成支援業務委託料）

目 的

八 潮 市
〈事業説明資料〉

事業概要

予 算 額

生活安全部危機管理防災課 課長 神原
℡：048-996-2111（内線240）
E-mail:k-bosai@city.yashio.lg.jp

４９９千円（県１/２：上限120千円）

自助

公助

共助

〇 地域の住民同士が意見交換により、平常時の防災活動などの
取組を通して、地域防災力を高める。

〇 自助・共助・公助の役割分担を意識しつつ、災害時に「誰が」、
「何を」、「どれだけ」、「どのようにするべきか」などをまとめ共有する。

東日本大震災では、行政機能が麻痺してしまい、行政の「公助」が行き渡らず、地域住民自身の身の安全を
守る行動「自助」、地域コミュニティによる助け合い「共助」が重要な役割を果たした。

自分＋家族の
身は自分で守る

地域住民が
互いに助け合う

大規模災害等に備えて
地域防災力の向上が重要

１ 地区の概要
２ 備蓄品リスト等
３ 活動体制
４ 平常時・災害時の活動
５ 今後の活動
６ 区域図

R6年度 16団体の地区防災計画導入版の作成支援

－ 参考資料８ －

導入版
作成支援

地域コミュニティにおける共助による防災活動の推進の観点から、市町村内の一定の地区の居住者等が行う
自発的な準備・行動計画などを定めた「地区防災計画」の策定が重要。

区域図作成支援
「逃げ地図作成研修会」
「まち歩き」の開催

⇒

⇒



中 小 企 業 向 け 利 子 補 給 の 充 実

本市の制度融資（「小口資金融資」・「商工業近代化資金融資」）において、コロナウイルス感染症やエネルギー・原材料の高騰など
の影響を勘案し、「実質無利子」となる利子補給率の引き上げを行い、市内中小事業者の資金面での経営支援を図る。

目 的

八 潮 市
〈事業説明資料〉

事業概要

予 算 額

市民活力推進部商工観光課 課長 本田
℡：048-996-2111（内線332）
E-mail:shokokanko@city.yashio.lg.jp

１９，２４１千円   （内訳）小口融資利子補給金           18,205千円
   商工業近代化資金利子補給金 1,036千円

（１）利子補給率の引き上げ

本来の利子補給率は「３０％」であるが、平成２０年度から「５０％」に引き上げを行った。
令和３年度は国の地方創生臨時交付金を活用して、利子補給率を「１００％」まで引き上げた。
令和４年度及び令和５年度は一般財源を活用して、「１００％」引き上げを継続した。
令和６年度においても、市独自の支援策として引き続き利子補給率「１００％」引き上げを実施する。

（２）融資制度等の概要

融資制度名 使途 限度額 期 間 貸付利率

小口資金
運転

１，２５０万円
１０年以内

年１．７５％
設備 １２年以内

商工業近代化資金
運転 ２，０００万円 １０年以内

年１．８５％
設備 ３，０００万円 １２年以内

－ 参考資料９ －



北 部 拠 点 ま ち づ く り 事 業

北部拠点の形成に向けて、（仮称）外環八潮スマートＩＣ、（仮称）外環八潮スマートＩＣアクセス線及び（仮称）入谷東西線
の整備を進めるため、現地における測量作業や道路の構造を決める詳細設計を行う。

目 的

八 潮 市
〈事業説明資料〉

事業概要

予 算 額

都市整備部都市計画課 課長 山口
℡：048-996-2111（内線432）
E-mail:toshikeikaku@city.yashio.lg.jp

【今後の事業スケジュール予定（ 令和6年度実施）

路線測量 詳細設計 用地測量 用地取得
地盤改良
工事等

舗装工事 供用

③（仮称）入谷東西線
道路幅員   １６ｍ
車線数 ２車線
道路延長  約４２４ｍ

②（仮称）外環八潮スマートICアクセス線
道路幅員 ９ｍ
車線数          ２車線
道路延長 約５３５ｍ

①（仮称）外環八潮スマートＩＣ【ＳＩＣ】
接続形式 SA・PA接続型
利用形態 フルインター
運用形態 ETC車載器車載器を搭載した

全車種が２４時間利用可能
※スマートＩＣ整備事業については、東日本
 高速道路㈱へ委託予定

【計画・諸元】

八條
中学校

八條北
小学校

（仮称）八潮ＰＡ

県道平方東京線

ＳＩＣ

Ｎ

（仮称）外環八潮
スマートＩＣアクセス線

東埼玉道路

Ｓ
Ｉ
Ｃ

至 春日部市

（仮称）外環八潮スマートICアクセス線・（仮称）入谷東西線路線測量業務委託料 16,600千円
（仮称）外環八潮スマートICアクセス線・（仮称）入谷東西線詳細設計業務委託料 48,700千円
ネクスコ東日本負担金（ （仮称）外環八潮スマートＩＣ整備事業費）     23,260千円

（国1/2）

－ 参考資料１０ －



中 川 河 川 敷 周 辺 公 園 の 整 備

目 的

八 潮 市
〈事業説明資料〉

事業概要

予 算 額

【下河原運動広場に関すること】
都市整備部公園みどり課 課長 内海
℡：048-996-2111（内線323）
E-mail:koenmidori@city.yashio.lg.jp

大瀬運動公園整備基本設計業務委託料  20,212千円
下河原運動広場用地取得費 259,000千円

・・・下河原運動広場

・・・用地取得箇所

中川河川敷周辺において、魅力ある本市の健康づくりやにぎわいを創出するために公園の再整備を行い、市内におけるスポーツ及び
アクティビティ拠点の形成を目指す。

新堤防

旧堤防

【大瀬運動公園に関すること】
市民活力推進部スポーツ振興課 課長 竹渕
℡：048-996-2111（内線401）
E-mail:sports@city.yashio.lg.jp

・・・大瀬運動公園

・・・市所有地

←水路

中川河川敷周辺公園等施設整備計画に基づき、健康づくりやにぎわ
いの創出を目指して、大瀬運動公園の基本設計及び下河原運動広場
の借地部分の用地取得を行う。

【大瀬運動公園】

【下河原運動広場】

スポーツ拠点の形成 （大瀬運動公園整備基本設計）

アクティビティ拠点の形成 (下河原運動広場の用地取得）

市民の健康づくりを支える場となるように、野球等のスポーツのほか、
身近なレクリエーションなどを通じて、楽しんで健康づくりができる環境
を整備する。

－ 参考資料１１ －

取得予定面積 約11,700㎡

誰もが利用しやすい空間やアーバンスポーツなどの新たなスポーツ
の施設整備について検討するとともに、借地部分等を用地取得し、
市民の多様な活動に活用できる場を整備する。



－ 参考資料１２ －

自 治 体 D X 推 進 事 業

職員のDX活用スキル向上のための研修・コンサルティングの実施、定型業務の自動化及び書かない窓口の運用により、市民の利便性
の向上と職員の業務効率化を図りながら、持続的に安定した市民サービスの提供を目指して、更なるDXの推進に取組む。

①職員のDX活用スキル向上のための研修・コンサルティングの実施
現在の業務フローの棚卸しを行い、業務を根本から見直す（BPR）手法と、開発の
知識がなくても簡単に業務アプリを作成できるローコードツールに関する研修を実施し、
職員自らの業務プロセス改革を推進する。
さらに、DXスキルの活用が見込める課を中心にコンサルティングを実施し、ツールを
活用した市民の手続き等のオンライン化を進め、市民サービスの向上を目指す。

②定型業務の自動化（AI-OCR・RPAシステムの内部業務への利用）
 手書き文書の入力に時間を要する内部業務を中心に、文書をスキャンして文字情報に
変換（AI-OCR）し、データ入力をソフトウェアのロボットに指示することで、人が行って
いた定型的なパソコン操作を自動化(RPA）し、事務処理時間の短縮を図る。

③書かない窓口の運用
 現在運用中の「書かない窓口」において、市民課の業務の一部（住民票や転出入
 等の異動届）ではRPAが導入されており、 職員の負担軽減とともに、市民の待ち時
間の短縮が図られている。今後、更なる利便性向上に向けて、対象業務の拡大や

 帳票の精査を検討する。

目 的

八 潮 市
〈事業説明資料〉

事業概要

予 算 額

企画財政部情報政策課 課長 髙澤
℡：048-996-2111（内線290）
E-mail:joho@city.yashio.lg.jp

２１，７０４千円

職員の意識改革
（DX研修・コンサルティング）

アナログからデジタルへ
（ＡＩ－ＯＣＲ ・ ＲＰＡ）

業務プロセスの改革
（書かない窓口 ・ オンライン申請）

①

②

③

（内訳） DX推進業務委託料 10,945千円（国1/2）
AIーOCR・RPAシステム設定業務委託料・使用料   5,393千円
窓口支援システム業務委託料・使用料          5,366千円



新 庁 舎 周 辺 の 環 境 整 備

令和6年1月より稼働した新庁舎における来庁者用の駐車スペースやバスロータリーの整備に向けて、旧庁舎の解体工事を進める。
また、現在の歩道にゆとりのある幅員を確保し、歩行者及び車両相互の安全な交通環境を確保するため庁舎周辺の環境改善を図る。

目 的

八 潮 市
〈事業説明資料〉

事業概要

予 算 額

企画財政部公共施設整備課 課長 佐久間
℡：048-996-2111（内線471）
E-mail:chosha-seibi@city.yashio.lg.jp

８１５，８７０千円（国庫補助あり）

拡幅

項目 R6年度 R7年度

①旧庁舎解体工事

②新庁舎周辺環境整備

③北側外構工事

1 東側水路・道路の改修

工事

2 北側水路・道路の改修

設計

項 目 内 容
R６年度事業費
（千円）

① 旧庁舎解体工事 上屋、基礎の解体、杭の引抜き、整地 763,720

② 新庁舎周辺環境整備 -1 東側水路・歩道の改修、市道の再舗装
-2 北側水路・歩道の改修、市道の再舗装

9,350

③ 北側外構工事 設計 42,800

【事業スケジュール】

【主な整備内容】

※令和5年度から着工

－ 参考資料１３ －



新 庁 舎 周 辺 の 環 境 整 備
八 潮 市

〈事業説明資料〉

③北側外構整備
（駐車場、バスロータリー、
歩行者専用道路の整備）

R7.10～R8.9予定

②-2周辺環境整備
（水路、歩道・車道の改修）

R7.10～R8.3予定

②-1周辺環境整備
（水路・歩道・車道の改修）

R6.10～R7.5予定

八潮中央公園整備
R8～R9予定

－ 参考資料１３ －
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